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1. 数列 {zn} が複素数 α に収束することの ε− n0 式定義を述べよ．

2. 数列 {zn} がCauchy列であることの定義を述べよ．

3. 複素数全体 C が完備性をもつとは？

4. 級数
∞∑
n=1

zn が収束することの定義を述べよ．

5. 級数
∞∑
n=1

zn が収束するためのCauchy列の条件に基づく必要十分条件を述べよ．

6. 級数
∞∑
n=1

zn が絶対収束することの定義を述べよ．

7. 数列 zn, pn (pn ≥ 0) が |zn| ≤ pn (n = 1, 2, · · · ) が成り立つとする．級数
∞∑
n=1

pn が収束するなら

ば級数
∞∑
n=1

zn は絶対収束することを証明せよ．

8. 級数
∞∑
n=1

zn の収束についてのCauchy-Hadamardの判定法と d’Alembertの判定法を述べよ．

9. 級数
∞∑
n=1

(
1 + 1

n

)n2

の収束 · 発散を判定せよ．

10. 級数
∞∑
n=1

n!
nn の収束 · 発散を判定せよ．

11. 級数
∞∑
n=1

zn

n!
は z ∈ C が何であっても収束することを d’Alembertの判定法を用いて証明せよ

(z = 0 の場合は明らかなので z ̸= 0 とする)．

12. 級数
∞∑
n=1

n3 sin π
2n
の収束・発散を判定せよ (d’Alembertの判定法)．Hint: lim

θ→0

sin θ
θ

= 1 を使う．
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